
資料２ 

令和４年度 事業計画書 

（案） 

社会福祉法人三芳厚生福祉会 

介護老人保健施設むさしの苑 
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施 設 概 要 

 

設置・経営主体  社会福祉法人 三芳厚生福祉会 

 

施 設 名     介護老人保健施設 むさしの苑 

        介護保健施設入所    １００名 

          短期入所療養介護    空床利用 

          通所リハビリテーション   １０名 

          居宅介護支援事業所 

 

所 在 地  埼玉県入間郡三芳町大字上富字上永久保１７８４－７ 

  電 話     ０４９（２５９）６１２２ 

 

建 物 構 造  鉄筋コンクリ－ト造     ３階建 

             １ 階      １４４３．１０㎡ 

             ２ 階      １３２１．５０㎡ 

             ３ 階       ８６６．１７㎡ 

延床面積    ３６３０．８８㎡ 

敷地面積    ３３９６．８３㎡ 
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令和 4年度 処遇方針 
 

医務・看護課 

 

☆  誰もが利用したい｢細やかな心づかいのある施設｣を目指します。 

☆  生命の厳かさと向き合い、心身の健康向上を目指し、総合的に

援助します。 

☆  地域との結びつきを重視し、保険・医療・福祉機関など関係機

関との連携を深めます。 

☆  在宅復帰への準備をお手伝いします。 

☆  常に自己研鑽をし、チ－ムワ－クを大切にします。 

 

 

介 護 課 

 

☆  施設サ－ビス計画に基づいて、医師、看護、リハビリ等施設内

の連絡調査を密にし、利用者の方の健康状態の変化や訴えに適切

に対応します。 

☆  健康管理のみならず、レクリエ－ション、クラブ活動等を通し

て利用者に明るく、楽しいメリハリのある生活を提供します。 

☆  施設が利用者の生活空間であることを認識しつつ、家庭的な雰
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囲気を大切にし、過ごしやすい生活環境や衛生美化に努めます。 

☆  インシデント・アクシデントレポートを活用の上､各セクション

ミ－ティング、内・外研修会を通じて、利用者個々の処遇内容を

随時検討し、ケアの質の向上に努めます。 

☆  在宅復帰へつながるための利用者個々の能力を評価し、残存機

能の維持・向上に努め、個別処遇の充実を図ります。 

相談課を通じ、ご家族とも連携を図っていきます。 

☆  ボランティア団体、個人の協力を求め各種行事等への参加を依

頼していく。また、ボランティアグル－プ間の連絡会を開催し、

継続的な連携、調整を図っていきます。 

☆ 職員として、専門職としての自覚と責任をもって職務に臨み、能

力の向上を図る為、勉強会を取り入れていきます。 

☆ ３階開設に向け、専従職員を配置し計画的な取り組みをするこ

とにより、３階の利用を開始します。 

 

 

介護支援課 

 

☆  入所時には、ご利用者の状況や希望、家族状況や入所前の居住

場所の確認、生活習慣の確認等を行い、ケアプラン作成に関する
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説明を行います。 

☆  本人や家族と同じ目線に立つことにより意向を十分に理解し、

それを実現させるべく柔軟にケアプランが作成できる様に努め

ます。 

☆  ケアプランについては、ケアマネジメントを中心に状況に応じ

て職員のみならず家族、成年後見人等も出席したケアカンファレ

ンスを経て策定し、その過程では施設の各課が連携しながら共同

作業で必要な情報を収集し、適切なアセスメントが実施できるよ

う努めます。 

☆  作成されたケアプランが適切に実施出来ているか、定期的なモ

ニタリングを行い、本人のサービスに対する満足度や問題点の抽

出等の評価を行い、必要に応じてケアプランの再作成を行います。 

☆  在宅復帰あるいは他施設への転入所（医療機関を含む）の場合

はケアマネージャーとして必要と判断する情報等の伝達につい

て各課と連携しながら行います。 

 

 

リハビリ 課 

 

☆  施設内連携を強化し、利用者の健康状態、要望を把握し、リハ
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ビリ計画に基づいて個々の状態に合った自立支援を行なっていく。 

☆  在宅復帰支援を含め、入所期間中のリハビリテーションを通じ、

ＡＤＬの維持・向上に努める。 

☆  外部研修会に多く参加し、知識・技術の向上に努め、質の高い

リハビリテーションを提供する。 

☆  各課と連携し、総合的なリハビリの知識・技術の向上を図ると

ともに、利用者にチ－ムケアとして包括的なリハビリテーション

を提供できるように努める。 

☆  地域との連携を行い、リハビリの知識・技術を活用し、総合的

なリハビリテーションが提供できるように努める。 

 

 

 

相 談 課 

 

☆  入所者数の常時９５人以上の確保に努める。 

☆  相談を受ける際には、相談者の立場を十分に認識し、各個人に

適切な支援、指導を行なう。 

☆  事前提出資料を基に、苑内での適切な個別処遇実施を支援し、

040



本人・家族等からの指摘事項や要望等を聞き入れ個別処遇に反映

するようパイプ役となる。 

☆  各介護保険施設、医療機関との連携を深め、適切に入退所がで

きるように努める。 

☆  在宅復帰率向上を念頭に置き、社会資源の活用と連携に努める。 

また、在宅復帰へ向けて、処遇上の問題点を各課、地域の医療機関

と連携し個別処遇の充実を目指す。 

☆  外部研修に積極的に参加し、相談員１人１人の知識・技術の向

上に努める。 

 

通  所  課 

 

☆ 要介護状態になった場合においても、可能な限りその居宅で自 

した日常生活を送ることができるように支援する。 

☆ 利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持・向上を図ると

同時に、利用者の家族の身体的・精神的負担の軽減を図ります。 

☆ 医療を必要とする人が利用できるように、看護職員を配置して 

受け入れます。 
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栄 養 課 （日清医療食品株式会社） 

 

☆  行事食やイベント食等で、旬の食材を使用したり、カ－ドを添

えて、季節感や楽しみを演出できるように努力します。 

☆  利用者とのふれあいを大切にし、個々のニ－ズに沿える食事提

供が出来る様に努力します。 

☆  利用者個々の摂取状況を随時把握し、各課との連絡を密にし、

健康状態の変化に気を配ります。 

☆  利用者の個人デ－タを作成し、食事形態の改善や栄養状態の把

握改善へと活用します。 

☆  食材の品質、厨房内の衛生を管理し、より良い食事提供をする。 

☆  他の施設や医療機関と積極的に交流を図り、より良い技術・知

識の向上につなげる。 

 

 

事 務 課 

 

☆  健全なる施設運営を目指して、労務管理の徹底をし、施設職員

の職場環境を良好な状態にすることを常に心掛けます。 

☆  書類等の確認とケアレスミスを無くすことに努めます。 
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☆  各関係機関及び関連施設との友好関係を構築し、重要な制度変

更のある場合には、各職員への周知徹底を図ります。 

☆  生活の拠点である施設内は利用者が安心して生活をしていただ

く為に、施設内設備の整備点検と物品の整理整頓を行い、常に施

設内を清掃し、快適な施設環境を整えます。 

☆  研修への積極的な参加と施設内会議の充実を図ります。 

また、他の施設との情報交換を行うことにより、より良い知識や技

術を十分に取り入れ活用します。 

☆  業務分担を明確にして、常に危機管理体制の整備と実行します。 

 

 

用 務 員 

 

☆  施設内の営繕に努めるとともに、入所者の外出時または通所リ

ハビリテーションの送迎時の無事故に心掛け、通所利用者とその

家族との信頼関係を築くよう努力します。 

☆  常に施設内の衛生美化を心掛け、明るい施設づくりに努力しま

す。 
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居宅介護支援事業所 

 

☆  在宅における要介護状態又は要支援状態にある高齢者の方へ、 

適正な居宅介護支援を提供できるように努力します。 

☆  利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立った

サービスの提供に努めます。 

☆  要介護者の心身の特性を踏まえて、その能力に応じた自立した

日常生活を営むことができるよう援助を行います。 

☆  関係機関、地域包括支援センター、他の居宅サービス事業者並

びにその他の保険医療サービス及び福祉サービスを提供するもの

との綿密な連携に努めます。 

☆  三芳町地域包括支援センターと介護予防支援業務委託の契約を

結び、要支援者の支援に努めていく。 

☆  老人保健施設むさしの苑内にある居宅介護支援事業所として、

通所課・相談課・介護課との連携を図り、利用者の方やご家族の

方への支援を深めていけるようにします。 

☆  地域との連携を深めながら、要介護者の支援件数を５０名を今

年度の数値目標とします。 
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涼

祭
物

品
発

注
敬

老
会

ﾌ
ﾟﾚ

ｾ
ﾞﾝ

ﾄ
発

注
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ

ｴ
ﾝ
ｻ

ﾞﾜ
ｸ
ﾁ
ﾝ
他

発
注

ｸ
ﾘ
ｽ

ﾏ
ｽ

会
ﾌ
ﾟﾚ

ｾ
ﾞﾝ

ﾄ
発

注
正

月
飾

り
ど

ん
と

祭
雛

人
形

飾
り

雛
人

形
撤

去

冬
至

・
ゆ

ず
湯

手
配

鏡
開

き
畑

の
掘

り
起

こ
し

野
菜

苗
・
種

ま
き

車
検

・
オ

イ
ル

交
換

計
画

受
水

槽
清

掃
Ｅ

Ｖ
点

検
カ

ー
テ

ン
洗

浄
害

虫
駆

除
Ｅ

Ｖ
点

検
水

質
検

査
空

調
ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

清
掃

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾄ
ﾚ
ｽ

ﾀ
ｲ
ﾔ

交
換

消
防

設
備

点
検

普
通

ﾀ
ｲ
ﾔ

点
検

手
配

タ
イ

ヤ
交

換

空
調

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

清
掃

レ
ジ

オ
ネ

ラ
属

菌
検

査
消

防
設

備
点

検
空

調
ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

清
掃

建
築

物
調

査
(1

/
2
y
)

グ
リ

ス
ト

ラ
ッ

プ
ｽ

ﾀ
ｯ
ﾄ
ﾚ
ｽ

点
検

手
配

Ｅ
Ｖ

点
検

空
調

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

清
掃

床
洗

浄
ワ

ッ
ク

ス
Ｅ

Ｖ
点

検

害
虫

駆
除

苑
内

消
毒

建
築

設
備

調
査

簡
易

給
水

検
査

年
末

大
掃

除
消

毒
グ

リ
ス

ト
ラ

ッ
プ

浄
化

槽
清

掃

ワ
ッ

ク
ス

グ
リ

ス
ト

ラ
ッ

プ
ワ

ッ
ク

ス
レ

ジ
オ

ネ
ラ

属
菌

検
査

ワ
ッ

ク
ス

自
動

ド
ア

点
検

減
額

認
定

証
の

更
新

減
額

認
定

証
の

提
示

負
担

割
合

証
確

認
外

出
外

泊
の

案
内

外
出

外
泊

の
案

内
福

祉
ま

つ
り

案
内

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ

ｴ
ﾝ
ｻ

ﾞ予
防

接
種

外
出

外
泊

の
案

内
お

花
見

会
の

ご
案

内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

申
し

込
み

（
社

協
）

限
度

額
認

定
証

確
認

納
涼

祭
の

ご
案

内
納

涼
祭

御
礼

作
品

募
集

通
所

・
年

末
年

始
案

内

駐
車

場
手

配

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

（
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
、

個
人

情
報

、
接

遇
）

食
中

毒
予

防
介

護
の

基
本

介
護

予
防

（
実

技
研

修
）

虐
待

防
止

・
身

体
拘

束
廃

止
褥

瘡
ケ

ア
防

火
・
防

災
感

染
症

対
策

認
知

症
ケ

ア
事

故
・
急

変
時

の
対

応
転

倒
事

故
防

止
嚥

下
・
咀

嚼
と

食
事

介
助

虐
待

防
止

・
身

体
拘

束
廃

止
感

染
症

対
策

事
故

・
急

変
時

の
対

応
（
オ

ム
ツ

研
修

会
）

虐
待

防
止

・
身

体
拘

束
廃

止

採
用

時
研

修
採

用
時

研
修

採
用

時
研

修
採

用
時

研
修

採
用

時
研

修
採

用
時

研
修

採
用

時
研

修
採

用
時

研
修

採
用

時
研

修
採

用
時

研
修

採
用

時
研

修
採

用
時

研
修

理
事

会
理

事
会

理
事

会
理

事
会

定
時

評
議

員
会

評
議

員
会

内
部

研
修

そ
の

他

年
間

業
務

予
定

表

施
設

行
事

人
事

庶
務

物
品

備
品

保
守

管
理

レ
セ

プ
ト

請
求

案
内
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む
さ

し
の

苑
令

和
4
年

度
2
0
2
2
/
3
/
1
現

在
◎

印
　

委
員

長
(責

任
者

）
、

○
印

　
副

委
員

長

委
員

会
業

務
管

理
指

導
者

事
務

・
庶

務
・

栄
養

相
談

員
・
居

宅
ケ

ア
マ

ネ
看

護
・
訪

看
入

所
介

護
通

所
リ

ハ
リ

ハ
ビ

リ

ﾘｽ
ｸ
ﾏ

ﾈ
ｰ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ委

員
会

（
事

故
防

止
検

討
委

員
会

）
毎

月
第

２
月

曜
日

事
務

長
事

務
長

竹
田

髙
橋

斉
藤

（
隆

）
藤

田
看

護
主

任
石

井

介
護

主
任

〇
坂

本
森

・
土

佐
山

川
◎

山
本

市
川

身
体

拘
束

廃
止

高
齢

者
虐

待
防

止
苦

情
対

応
委

員
会

毎
月

第
２

月
曜

日

医
師

事
務

長
ケ

ア
マ

ネ
相

談
員

施
設

長
事

務
長

斎
藤

（
隆

）

斉
藤

（
隆

）
藤

田
看

護
主

任
鈴

木

介
護

主
任

山
川

◎
谷

口

〇
山

本
上

里

感
染

予
防

委
員

会
毎

月
第

３
水

曜
日

医
師

・
看

護
施

設
長

事
務

長
○

高
橋

藤
田

◎
看

護
主

任
安

富
祖

坂
本

・
森

青
木

上
里

島
津

褥
瘡

予
防

委
員

会
毎

月
第

３
水

曜
日

医
師

・
看

護
施

設
長

髙
橋

斉
藤

（
順

）
◎

看
護

主
任

浅
田

坂
本

磯
・
土

佐
上

里
上

野

給
食

委
員

会
毎

月
第

３
月

曜
日

栄
養

士
リ

ハ
ビ

リ
事

務
長

◎
高

橋
斎

藤
（
順

）
石

井
前

田

山
川

・
安

宍
青

木
・
原

田
吉

村
山

川
市

川
〇

島
津

排
泄

・
入

浴
委

員
会

毎
月

第
２

火
曜

日
事

務
主

任
介

護
・
看

護
佐

藤
斉

藤
（
順

）
◎

友
田

遠
藤

中
河

・
圓

谷
〇

朝
倉

・
児

玉
根

岸

山
本

上
里

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

委
員

会
毎

月
第

２
水

曜
日

事
務

主
任

介
護

・
庶

務
佐

藤
松

田
◎

斉
藤

（
順

）
千

葉
林

富
久

・
岡

本
村

山
・
江

口
山

川
市

川
島

津

環
境

委
員

会
毎

月
第

２
木

曜
日

事
務

主
任

庶
務

◎
竹

田
佐

藤
〇

藤
田

桑
原

林
川

村
富

久
・
三

木
杉

本
上

野

防
災

委
員

会
毎

月
第

１
月

曜
日

事
務

長
◎

事
務

長
松

田
斎

藤
（
隆

）
小

澤
〇

青
木

・
富

久
圓

谷

杉
本

上
野

親
睦

会
適

宜
事

務
松

田
斎

藤
（
隆

）
石

井
遠

藤
〇

圓
谷

・
富

久
◎

原
田

・
江

口
杉

本
上

野

広
報

委
員

会
毎

月
第

４
金

曜
日

事
務

・
相

談
〇

松
田

◎
斉

藤
（
順

）
林

鈴
木

富
久

・
土

佐
戸

田
杉

本
上

野

認
知

症
ケ

ア
委

員
会

毎
月

第
４

火
曜

日
ケ

ア
マ

ネ
リ

ハ
ビ

リ
竹

田
◎

藤
田

看
護

主
任

浅
田

坂
本

〇
市

川
島

津

研
修

委
員

会
毎

月
第

３
火

曜
日

事
務

・
相

談
〇

有
薗

髙
橋

斎
藤

（
隆

）
看

護
主

任
石

井
◎

青
木

山
本

上
里

職
場

内
研

修
の

実
施

を
推

奨
し

、
日

々
更

新
さ

れ
る

制
度

や
利

用
者

処
遇

の
改

善
を

行
う

。
ま

た
外

部
研

修
に

お
い

て
は

、
参

加
内

容
を

確
認

し
、

職
員

の
士

気
向

上
に

つ
と

め
る

。

委
　

員
　

会
　

名
　

簿

施
設

内
外

及
び

利
用

者
が

療
養

生
活

を
送

る
う

え
で

考
え

ら
れ

る
の

リ
ス

ク
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

デ
ー

タ
管

理
す

る
。

事
故

発
生

時
及

び
経

過
観

察
の

際
に

は
臨

時
に

集
会

し
、

検
討

会
議

を
開

く
。

身
体

拘
束

、
虐

待
は

絶
対

行
わ

な
い

こ
と

を
目

標
に

、
対

策
を

検
討

し
、

適
切

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
行

う
。

ま
た

、
苦

情
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

同
じ

苦
情

を
繰

り
返

さ
な

い
よ

う
教

育
し

、
対

応
の

徹
底

を
図

る
。

感
染

症
に

対
す

る
最

新
知

識
を

習
得

し
、

施
設

内
に

周
知

活
動

を
行

い
、

予
防

徹
底

す
る

。

褥
瘡

の
発

生
予

防
の

た
め

リ
ス

ク
の

高
い

入
所

者
の

栄
養

状
態

、
身

体
状

態
の

把
握

に
努

め
予

防
に

努
め

る
。

定
期

的
な

ア
ン

ケ
ー

ト
、

嗜
好

調
査

、
食

事
形

態
の

検
討

か
ら

食
事

の
満

足
度

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

毎
回

の
行

事
食

を
計

画
し

、
楽

し
く
お

い
し

い
食

事
の

提
供

を
図

る
。

ク
ラ

ブ
活

動
及

び
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

行
事

等
の

計
画

と
実

施
。

地
域

交
流

の
た

め
の

連
絡

調
整

等
を

行
う

。

施
設

内
外

の
環

境
を

整
備

し
、

快
適

な
職

場
及

び
療

養
空

間
の

推
進

に
努

め
る

。
野

菜
、

果
物

等
の

生
産

を
始

め
、

花
の

栽
培

等
の

入
所

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

年
２

回
の

避
難

訓
練

の
計

画
と

実
施

及
び

防
災

教
育

等
の

安
全

対
策

の
策

定
と

推
進

活
動

を
行

う
。

職
員

と
そ

の
家

族
の

冠
婚

葬
祭

、
そ

の
他

必
要

な
事

由
等

に
つ

い
て

、
互

助
会

規
約

に
則

り
対

応
す

る
。

利
用

者
が

そ
の

人
ら

し
く
過

ご
せ

る
よ

う
、

排
泄

リ
ズ

ム
を

把
握

し
た

う
え

で
ト

イ
レ

誘
導

を
行

う
。

ま
た

適
切

な
排

泄
用

具
の

選
定

と
使

用
方

法
を

研
修

会
等

で
学

習
し

、
全

体
に

周
知

活
動

を
行

う
。

年
４

回
発

行
施

設
行

事
や

施
策

に
つ

い
て

、
情

報
の

公
表

を
含

め
周

知
を

図
る

。

認
知

症
に

つ
い

て
行

動
、

そ
の

他
か

ら
考

え
ら

れ
る

リ
ス

ク
を

洗
出

し
、

進
行

の
抑

制
ま

た
は

改
善

を
図

る
。
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年　間　行　事　 定例行事（クラブ活動）

　４月 お花見   
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　５月 端午の節句
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　６月 ホーム喫茶
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　７月 七夕祭
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　８月 納涼祭    （ボランティア依頼）  
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　９月
敬老会
ホーム喫茶

　フラワーアレンジメント（２回）
誕生会（最終土曜日）

１０月 ボランティア感謝祭
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

１１月 作品展（三芳町文化祭参加）
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

１２月 クリスマス会  ホーム喫茶
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　１月 もちつき大会
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　２月 節分
　フラワーアレンジメント（２回）

誕生会（最終土曜日）

　３月
ひな祭
ホーム喫茶

　フラワーアレンジメント（２回）
誕生会（最終土曜日）

令和4年度　年間行事予定表

　★上記以外の行事にも積極的にボランティア活用を検討しております
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レクリエ－ション

足　浴　（１　Ｆ）

リハビリテ－ション リハビリテ－ション

レクリエ－ション 入浴日（特浴・一般浴）

入浴日（特浴・一般浴）

リハビリテ－ション リハビリテ－ション

入浴日（特浴・一般浴） 入浴日（特浴・一般浴）

個別レクリエ－ション 散髪（第２・第４）

リハビリテ－ション リハビリテ－ション

リハビリテ－ション 歯科往診（第２）

レクリエ－ション リハビリテ－ション

入浴日（特浴・一般浴） 入浴日（特浴・一般浴）

リハビリテ－ション リハビリテ－ション

レクリエ－ション ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ（第２・４）

入浴日（特浴・一般浴）

入浴日（特浴・一般浴）

足　浴　（２　Ｆ）

シ－ツ交換 誕生会（最終週）

シ－ツ交換

　　　※　入浴日以外の午後は、ニギニギ体操実施（フロア－にて変更あり）

午　　前 午　　後

日

金

土

火

水

木

令和4年度　入所利用者週間予定表

介護老人保健施設　むさしの苑

月

　　　※　清掃・整理等は、毎日業務
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むさしの苑 防災対策 

令和 4 年度 

 

 

目 的 

 消防法第８条１項を遵守し、むさしの苑における防火管理業務に必

要な事項を定めて、火災や災害に対する予防と人命の安全確保を行な

う。 

 

防災設備の常時点検と訓練 

  

消防法で定められている防火管理者を中心に、所轄消防署（入間東部

地区消防署）との連携を密にして、年２回の訓練を行う。 

 更に、職員はもとより近隣在住の方々の協力を得て、非常時に対する

対処と予防の認識を深めるとともに、苑内における防災上の責任分担

を明確にし、防災設備などの点検を常時行い、利用者への安全確保を第

一に考慮し、上記事項を遵守・実行致します。 

 また、本年度も夜間を想定した非難訓練を実施し、全職員の危機管理

能力の向上に努める。 

 

 

消防訓練実施予定  

 

実施月        訓練内容 

 ９ 月      総 合 訓 練 

１１ 月      消 火 訓 練 

２  月      総 合 訓 練 
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薮野　智洋 富久　久美子 河村　美千代

山川　奈津美 松田　裕輔 福田　裕紀

谷口　貴史 仲　茂男 中河　憲二

朝倉　洋輔 吉田　賢史 富久　元喜

小寺　勝 土佐　優子 荻原　皓代

山田　健太郎 原田　哲也 薮野　喜久子

中嶋　久枝 五井野　久夫 根岸　弥枝子

福嶋　こずえ 杉本　朋恵 佐藤　ひろみ

渡辺　千華 伊澤　佳世子 新井　朱美

友利　裕多 渡邉　淳子

濱名　智 仲宗根　淳子 武田　友理

三河　広子 三鍋　久美子 野上　弥生

宮野　静花 宮岡　俊安 富久　元喜

村山　千晶 安宍　照子 岡本　明子

藤井　啓 渡辺　孝子 三木　美樹

熊谷　秀道 遠藤　順子 川島　貴子

佐々木　チエ 阿部　仁子 磯　昌代

竹差　裕幸 森　恵子

前田　ひろ子 遠藤　静江 的場　雅恵

遠藤　静江 桑原　公子 林　裕子

藤田　幸子 上山　晴美 高野　裕美

救　護　班

避難誘導班

自衛消防隊編成表
令和4年３月１日現在

通報連絡班

消　火　班

管理権限者 防火管理者 自衛消防隊長

介護支援専門員

事務職員

介護職員（不在時：日勤リーダー）

事務職員

介護職員

看護職員

介護職員

用務員

事務職員

看護職員

リハビリ職員

事務職員
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緊 急 通 報 （火災） 

 

 

① 非常通報装置の通報操作 

（非常通報装置のボタンを押す） 

② 消防署より呼び返し電話あり 

③ 応答用電話機により応答する 

④ 延焼程度、延焼物の伝達を行なう 

⑤ 付近の目標の伝達を行なう 

（出版産業） 

⑥ 通報終了 

 

※ 非常通報装置による通報が終了後、緊急連絡網により職員に連絡

する。 

 

※通報装置（ボタン）の設置場所 

１F 事務室 

２F サ－ビスステ－ション 

 

 

 

 

☆20年 3月以降 

煙・熱感知によって非常ベルが作動 

すると同時に、自動通報します。 
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協力医療機関 三芳野病院
イムス富士見総合病院
新所沢清和病院
朝霞厚生病院
イムス三芳総合病院

髙山歯科医院協力歯科診療機関

歯科衛生士

施設長

リハビリ課

通所課

居宅介護支援事業所

事務長

看護課

介護課

医　師

洗濯業務員
介護支援課

相談課

栄養課

令和4年3月1日

運営主体：社会福祉法人　三芳厚生福祉会　

介護老人保健施設　むさしの苑　　　　　　　組織系統図
用務員

事務課 掃除業務員
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